
掲載数 5

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 秦野市 年少 人間関係

地域の老人施設
方との交流を通
して人と人との
温かいつながり
を感じる

　コロナ禍で交流ができずにいたが、ハロウィンの日に利用者一人と施設の方がお菓子
を届けに来てくださった。お礼に年長児が踊りを披露すると涙を流して喜んでくださっ
た。その姿を年少児が見て、「なんで泣いているの？」と教師に尋ねてきた。「どうし
てだと思う？」と聞いてみると、「嬉しいからかな。」「年長さんの踊りが上手だった
から。」と嬉しい時の涙であることに気づいた。その後、自分たちも踊りを見せたいと
いう気持ちになり、感染状況が落ち着いた時に、施設の窓越しから踊りをみていただく
機会を作ると、皆さんがにこにこと笑って手を振ってくださり、子ども達も同じように
手を振り、嬉しい表情を浮かべた。帰りは子どもたちから「また来たいな」という声が
聞かれ、温かい交流になった。

2 小田原市 年少 人間関係
「バッタを捕ま
えた！」

　クラスで散歩に行った先で大きなバッタを見つけ、大喜びで捕まえた男児。「逃がし
てあげようよ。」と友達に言われても「嫌だ！」と聞かなかったが、「可哀想だよ。」
と友達に何度も言われ、しばらく考え込んでしまった。その後、「じゃあ、幼稚園に
帰ったら逃がす。」と、自分なりに心に決めた。バッタが“可哀想”であることに気付
き逃がすことを決めたのだろう。
　幼稚園までの道のり、こわごわと…それでもずっと指先でつかみながら、幼稚園に
戻ってきた。園に到着すると、真っ先にミントが生い茂る場所へと走っていき、バッタ
を逃がした。いつでも会えるように、園庭に逃がした。バッタにとっても、仲間がいる
よい場所を選んだのだろう。本当は逃がしたくないが、自分なりによく考えて行動する
姿に、バッタへの愛着、優しさ、思いやりの気持ちなど様々な感情の育ちが見られた。

3 南足柄市 年中 人間関係
友だちがいると
嬉しいな

　毎日、朝の集まりで学級の出席確認をおこなっている。友達と一緒に遊ぶ楽しさを感
じ始めてきた９月、欠席の幼児を知らせると「今日、一緒に遊ぼうと思っていたのに」
「寂しいな」という声が聞こえるようになった。担任も「寂しいね」と幼児たちの気持
ちを受け止めてきた。
　ある日、数日休んでいたＡが登園すると、「大丈夫だった？」「待ってたよ！」と嬉
しそうに学級の友達が駆け寄る姿があった。Ａも少し照れたように「うん」と答えてい
た。その後の遊び時間では、ＢがＡに「一緒に遊ぼう。私、Ａと一緒に遊びたかった
の。」と伝える姿があり、２人でスクーターに乗って遊び始める姿があった。
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4 箱根町 年少 人間関係 仲間

　年少児クラスに外国籍で支援が必要な子がいる。同じ場所で同じことをすることが困
難な園児であるが、クラスの友達が周りを見始められるようになった2学期に「どうして
クラスにいない時があるのか」と聞いてくるようになった。担任は「今はクラスにいる
よりも別の場所にいるほうが楽しいときがあるからなんだ。いつか一緒にいられると良
いね」と返した。同じ遊びができなくても、人数報告の時にクラスの一員として必ず名
前が出るようになった。1人1人のあるがままを受け入れ、肯定的な関わりをする姿が子
ども達に伝わった。それが大事と考えた。

5 箱根町 年長 人間関係
老人ホームへの
慰問

　今年度、コロナ禍で他機関との交流がほとんどできなかったが、感染者が少なくなっ
た頃、近くの老人ホームの方に声を掛け、慰問の機会を設けることができた。感染対策
を考え、会場を外にし、子どもたちが日々楽しんできたダンスや歌を披露した。来るこ
とを心待ちにしていてくださった様子が、利用者の方の表情から感じられ、とても温か
い雰囲気の中、会が始まった。外に出てくることが難しい方は、建物の中から顔を出
し、笑顔で手を振ってくれ、それに園児が自然と応えていた。ダンスが始まると利用者
の方は、手をたたいて子ども達を笑顔で見守ってくださり、短い時間ではあったが、と
てもよいひと時を過ごすことができた。園に戻る際「おじいちゃんおばあちゃんが喜ん
でくれて嬉しかった」と感想を話す姿があった。「みんながダンスや歌を歌ったり、声
を掛けたり…子どもはいるだけでおじいちゃん、おばあちゃんを幸せにしてあげられる
のよ！」と伝えると、自己有用感に浸っていた。人と実際に関わることで生まれる喜び
や温かさなど、多くのことが育つことを改めて感じた。引き続き感染対策を十分行いな
がら、できることを精一杯行っていきたい。


